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ご支援をいただいたみなさま

お父さんたちのネットワーク世話人

石垣政裕

Storm Weather Shanty Choir

（ストーム・ウェザー・シャンティ・クワイア）

被災地支援特別公演の報告 報告No.30

第11回おやじサミットの企画として、来日するノルウェーの「海の男たち」のバンドSt

orm Weather Shanty Choir（ストーム・ウェザー・シャンティ・クワイア）の公演を仙台

と気仙沼で行いました。当楽団は2011年11月にお父さんたちのネットワークが石巻の渡波

中学校・稲井中学校でコンサートを行った縁で、今回もツアーの最後に宮城県に来ていた

だきました。

開催の意義について、私たちは

以前の公演の時に以下のように

語りました。

「お父さんたちのネットワー

クでは、このコンサートを通

して、子どもたちやその保護

者の方々に、場所は違っても

一つにつながった海で暮らす

人びとに、”舟歌”を楽しん

でいただき、子どもたちにも

海に生きてきた親たちへの尊

敬と、郷土に暮らすことへの

誇りを持って海を見つめて欲

しい、そしてすばらしさを感じ取っていただけたらと思っております。（2011年コン

サート当日パンフより）」

今回はより多くの市民の方々にこの思いを共有していただくために、仙台と気仙沼の2

箇所の公演を行いました。

○仙台公演 2013年10月7日（月）18:30

イズミティ21 小ホール

復興支援コンサート

「全国ツアー最終日をこの被災地で！」

ストーム・ウェザー・シャンティ・クワイア

スペシャルライブ

SWSCのコンサート－仙台公演

自作の記念品を渡す千葉さん



週初めの月曜日とあって、観客を動員することには苦労をしましたが、各おやじの会の

奮闘があって100名近い観客に、なんとかいい歌を届けることができました。

マイクのセッティングでは、メンバーの顔の位置が、スタッフの挙げた手のひらの位置

と同じでびっくりしたりしました。

今回はホール公演ということもあって照明が入り、とてもすばらしいステージになりま

した。

会場の雰囲気も盛り上がり、SWSCのメンバーはツアーの最後でこんなにいいステージが

できたと喜んでおりました。終了後、CDが飛ぶように売れました。サインが良かったです

ね。

演奏の合間に、稲井オヤジの会の千葉政德さんが出演し、被災地の声を届けてくれまし

た。また、畳で自ら制作したという（畳は千葉さんの本職）、小物をプレゼントしました。

当日スタッフは以下の通りでした。

舞台監督 石垣政裕（おとうさんたちのネットワーク）

橋沼友貴（NPO法人劇団仙台小劇場）

照明 小松慶子（同 上）

山下とも（同 上）

音響 小幡恭二（寺岡おやじの会・わいわい企画）

岡部栄二（わいわい企画 ）

川角 充（わいわい企画 ）

三輪卓也 （有限会社NMG）

受付 佐々木裕一（多賀城中おやじの会）

佐々木明日香

佐々木 響

○気仙沼公演 2013年10月8日（火） 14:00 気仙沼市立階上中学校体育館

2日目は気仙沼市の階上中学校に移動しました。「ここも宮城県なのか？」その遠さに

メンバーもびっくりしていました。高速

で一旦岩手県へ降りるのですから当然で

すね。私たちは何度も気仙沼に来ている

ので、そんなに遠いとは感じないんです

が、レンタカーの旅は長かったようです。

最も借りたレンタカーは12人乗りのかな

り大きなバンです。それでないと荷物も

詰めないし、窮屈ですからね。

中学校の敷地には仮設住宅があり、こ

こでの生活を余儀なくされている方がま

だ、たくさんいらっしゃいます。この地
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域の方もコンサートを楽しんでくだ

さいました。

体育館の中に作った会場なので、

音響が心配でしたが、この日も駆け

つけてくれた小幡さんは、音響の三

輪さんのじっくり作る音作りに感心

していました。

さて、実際にコンサートが始まり

ますと、舞台にかじりつくほどの前

に出て、演奏と一体化した子どもた

ちの姿がありました。

幅広いジャンルの演奏と歌、そし

て観客を巻き込むコンサートは中学生に

とっても、地域の方にとっても楽しむこ

とができたと思います。

コンサート終了後にお礼の意味を込め

て行なわれた全校生徒による階上中学校

伝統のエールは5分以上も続いただろう

か、体全体から声を出す様子にメンバー

は目を開いたままになるほど感動して、

来日最後にして最高のいい思い出を土産

に帰ることができました。

コンサートの帰り中学校からほど近い

ところにある岩井崎を訪れました。津波

の爪痕がそっくりそのまま残っている地

域なのでメンバーも訪問の意味を感じて

いました。

仙台に帰ってからの打ち上げでは、他

のお客さんもいる居酒屋で、観客を魅了

する声量で「船を下りるときに決まって

歌う歌」というのを歌ってくださり、これも感動の夜となりました。

階上中学校では地域の方々も駆けつけていただきました。今野勝美校長先生をはじめ学

校側のなにからなにまでの暖かい配慮に感謝いたします。また、おやじの会にご支援いた

だいた中から本コンサートに必要な経費を使わせていただきました。ご支援いただいた方

に感謝申し上げます。

階上中学校の生徒とハイタッチ


